
むむ
らら
のの
宝宝
・・
芝芝
居居
小小
屋屋
のの
継継
承承  

～
加
子
母
明
治
座
の
百
二
十
年
を
探
る
～  

名
古
屋
工
業
大
学
藤
岡
研
究
室
卒
業 

日
髙 

史
帆 

  

岐
阜
県
中
津
川
市
加
子
母
地
域
に
あ
る
加
子
母
明
治
座
は
、
地
域
内
に
唯
一
現
存
す
る

農
村
舞
台
で
あ
り
、
約
百
二
十
年
の
歴
史
を
有
す
る
。
加
子
母
歌
舞
伎
保
存
会
に
よ
っ
て

毎
年
地
元
住
民
に
よ
る
歌
舞
伎
公
演
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
。
明
治
座
は
、
建
設
発
起
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
常
に
地
域
住
民
の
は
た
ら
き
に
よ

り
つ
く
ら
れ
、
保
た
れ
て
き
た
。
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
、
私
が
卒
業
論
文
と
し
て
調
査
し
、

ま
と
め
た
内
容
を
お
伝
え
す
る
。 

 

表１ 明治座年表 

 

 ８ 
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スペーシアレポート 

明治座内観・娘引幕 

 

 

明治座歴史絵本のご紹介 

平成 28 年５月、当研究内容をもとに明治座歴史絵本『むらのしばいご

や 明治座さーん』（本間希代子作、風媒社刊）が刊行された。この絵本

刊行は、平成の大改修を契機に高まった“明治座と地域の関わりの歴史と

記憶を記録として残そうとする動き”の一つであり、文化庁の「平成 27

年度文化遺産を活かした地域活性化事業」に採択され、実現した。 

作家の本間氏は区分⑦で移住してきた I ターン者の一人であり、道の駅

加子母の立て看板や商品パッケージの作者としても地域でもなじみのあ

る作家である。  

絵本には、音楽隊が兵隊送りをしている様子や、劇場に付属していた飲

み屋の描写など、聞き取り調査で集まった証言をもとに細やかな事実描写

がされており、明治座の歴史を語り継ぐうえでもっとも親しみやすいメデ

ィアとなっている。 

              

調
査
対
象 

明
治
座
の
歴
史
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
文

献
調
査
と
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
聞
き
取

り
調
査
で
は
、
明
治
座
活
用
委
員
会
会
長
や
加

子
母
歌
舞
伎
役
者
な
ど
、
明
治
座
の
主
要
関
係

者
十
八
名
を
対
象
と
し
た
。
収
集
・
整
理
し
た

資
料
と
聞
き
取
り
調
査
を
統
合
し
、
明
治
座
の

創
建
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
出
来
事
を
年
表

に
ま
と
め
た
（
表
１
）
。
明
治
座
の
百
二
十
年
を

全
三
期
・
全
七
区
分
（
①
～
⑦
）
に
大
別
し
、

明
治
座
の
歴
史
を
日
本
史
と
関
連
付
け
な
が
ら

ま
と
め
る
こ
と
で
、
各
時
代
の
特
徴
と
特
異
性

を
明
ら
か
に
し
た
。 

 第
一
期 

創
建
期 

①
明
治
座
創
建
：
明
治
初
期
、
東
濃 

地
方
の
各
地
に
は
、
六
十
棟
以
上
の
農 

村
舞
台
が
存
在
し
た
。
明
治
二
十
六
年
、 

             

              

加
子
母
村
の
十
区
の
う
ち
南
五
区
（
下
半
郷
と

い
う
）
の
有
志
が
役
員
と
な
っ
て
芝
居
小
屋
の

新
築
を
発
起
し
、
寄
付
金
と
寄
付
材
に
よ
っ
て

建
設
を
開
始
し
た
。
多
く
の
男
性
が
建
設
に
携

わ
る
一
方
で
、
子
ど
も
は
資
材
の
運
搬
を
手
伝

い
、
製
糸
業
に
よ
り
現
金
収
入
の
あ
っ
た
女
性

は
舞
台
の
引
幕
を
発
注
し
た
。
こ
の
引
幕
は
「
娘

引
幕
」
と
名
付
け
ら
れ
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。
明
治
二
十
七
年
に
明
治
座
が
竣
工
す
る

と
、
役
員
ら
は
支
配
人
の
業
務
内
容
や
使
用
料

な
ど
を
「
明
治
座
管
理
規
定
」
に
記
載
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
地
芝
居
や
興
業
芝
居
（
主
に
歌

舞
伎
）
を
は
じ
め
と
し
た
演
芸
が
上
演
さ
れ
た
。 

②
用
途
の
多
様
化
：
大
正
期
に
入
り
大
正
デ 

 
モ
ク
ラ
シ
ー
の
機
運
が
高
ま
る
と
、
明
治
座
で

は
政
談
演
説
や
青
年
団
に
よ
る
弁
論
大
会
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
娯
楽
に
お
い

て
は
、
無
声
映
画
の
参
入
や
興
業
芝
居
の
多
様

化
に
よ
り
地
芝
居
が
次
第
に
衰
微
し
て
い
っ
た
。 

 

第
二
期 

停
滞
期 

③
戦
中
：
昭
和
十
九
年
に
明
治
座
は
軍
需
品

の
倉
庫
と
な
り
、
地
域
住
民
の
立
ち
入
り
は
禁

じ
ら
れ
た
。 

④
戦
後
復
興
：
軍
需
品
が
取
り
除
か
れ
た
明

治
座
は
客
席
や
屋
根
な
ど
の
損
傷
が
激
し
く
、

劇
場
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
昭
和
二
十
一
年
に
有
志
に
よ
っ
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
「
明
治
座
保
護
会
」
が
、
建
物
の
修

繕
を
行
っ
た
。
保
護
会
は
大
歌
舞
伎
を
呼
び
、

明
治
座
の
復
興
に
努
め
た
。
さ
ら
に
、月
に
二
、

三
度
の
頻
度
で
映
画
を
上
映
し
て
大
盛
況
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
若
者
が
青
年
団
に
所
属

し
、
年
に
一
度
の
青
年
大
会
に
向
け
て
、
時
に

は
明
治
座
に
泊
ま
り
込
ん
で
練
習
を
し
た
。 

⑤
農
村
舞
台
の
衰
退
：
娯
楽
施
設
・
催
事
施

設
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
た
明
治
座
で
あ
っ

た
が
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
テ
レ
ビ
が
一
般

家
庭
へ
普
及
し
た
た
め
、
娯
楽
の
対
象
が
芝
居

か
ら
テ
レ
ビ
に
移
行
し
、
歌
舞
伎
公
演
（
興
業

芝
居
）
は
廃
止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
小
・
中
学
校

に
講
堂
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
貸
し
施 

 

設
と
し
て
の
需
要
が
低
下
し
た
た
め
、
明
治
座

の
収
入
は
激
減
し
た
。
建
物
解
体
の
危
機
に
追

い
込
ま
れ
る
も
、
昭
和
四
十
六
年
ま
で
は
個
人

資
金
に
よ
り
維
持
さ
れ
た
。 

 

第
三
期 

再
興
期 

⑥
明
治
座
再
興
：
昭
和
四
十
五
年
よ
り
、
国

の
文
化
財
に
指
定
す
る
た
め
の
農
村
舞
台
の
調

査
が
、
文
化
庁
に
よ
っ
て
全
国
規
模
で
行
わ
れ

た
。
明
治
座
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
岐
阜
県
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
四

十
八
年
に
は
「
加
子
母
村
歌
舞
伎
愛
好
会
」
が

発
足
し
（
翌
年
か
ら
「
加
子
母
村
歌
舞
伎
保
存

会
」
に
改
称
）
、
地
芝
居
（
歌
舞
伎
）
の
公
演
を

再
開
し
た
。
愛
好
会
は
松
本
団
升
を
振
付
師
と

し
て
招
き
、
瑞
浪
か
ら
衣
装
を
借
り
た
。「
郷
土

芸
能
を
楽
し
む
会
」
や
地
元
民
に
よ
る
音
楽
バ

ン
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
歌
舞
伎
以

外
の
娯
楽
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。 

⑦
明
治
座
の
持
続
的
利
用
：
平
成
に
入
る
と
、

岐
阜
県
の
Ⅰ
タ
ー
ン
促
進
事
業
に
よ
り
Ⅰ
タ

ー
ン
者
数
名
が
加
子
母
に
定
住
し
た
。
彼
ら
や

行
政
の
積
極
的
な
誘
致
活
動
に
よ
り
、
こ
の
時

期
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
新
た
に
開

始
さ
れ
た
。
平
成
十
四
年
に
は
明
治
座
の
さ
ら

な
る
活
用
を
め
ざ
し
て
「
明
治
座
活
用
委
員
会
」

が
組
織
さ
れ
た
。
活
用
委
員
会
は
そ
の
年
か
ら

明
治
座
の
実
験
的
な
通
年
開
館
を
開
始
し
、
見 

学
者
か
ら
寄
付
金
を
募

っ
た
。
寄
付
は
平
成
二

十
六
年
に
約
二
千
万
円

に
達
し
、
そ
れ
を
も
と

に
岐
阜
県
他
か
ら
助
成

を
受
け
る
こ
と
で
、
伝

統
構
法
に
よ
る
「
平
成

の
大
改
修
」
を
実
現
さ

せ
た
。
現
在
、
活
用
委

員
会
は
明
治
座
の
保
護

と
持
続
的
な
運
営
に
向

け
、
管
理
案
内
役
の
次 

世
代
へ
の
継
承
と
、
今 

後
の
運
営
シ
ス
テ
ム
の 

再
構
築
を
主
な
課
題
と 

し
て
い
る
。 

 

ま
と
め 

明
治
座
は
戦
後
と
高
度
経
済
成
長
期
に
、
二

度
の
廃
絶
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
る
が
、
い
ず

れ
も
地
域
住
民
に
よ
っ
て
、
新
た
な
活
用
の
た

め
の
組
織
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
で
そ
の
危
機
を

乗
り
越
え
て
き
た
。
今
回
の
聞
き
取
り
調
査
か

ら
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
記
録
さ
れ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
創
建
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
青
年
大
会

の
詳
細
な
内
容
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

歴
史
的
事
実
を
住
民
の
声
で
補
完
す
る
こ
と
で

ま
と
め
た
こ
の
〝
生
き
た
歴
史
資
料
〟
を
、
次

世
代
へ
と
継
承
し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
更
新
し

続
け
て
ほ
し
い
。 

  

 


